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◆
議
案
第
６０
号

　

韮
崎
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　

選
挙
管
理
委
員
会
職
員
の
定
数
及
び
農
業
委
員
会

職
員
の
定
数
に
つ
い
て
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
議
案
第
６１
号

　

韮
崎
市
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　

例

　

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
い
、
山
梨
県
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
事
業
費

補
助
金
交
付
要
綱
が
一
部
改
正
さ
れ
た
た
め
、
条
例

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
議
案
第
６２
号

　

韮
崎
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
営
住
宅
の
入
居
資
格
に
つ
い
て
「
身
体
障
害

者
」
を
「
障
害
者
基
本
法
第
２
条
第
１
号
に
規
定
す

る
障
害
者
」
に
変
更
し
、
「
福
島
復
興
再
生
特
別
措

置
法
第
21
条
」
を
追
加
す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

◆
議
案
第
６３
号

　

韮
崎
市
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　

定
住
促
進
住
宅
の
家
賃
等
の
改
定
を
行
い
、
市
内

へ
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
条
例
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

第３回定例会

　平成24年第３回韮崎市議会定例会は、９月６日に招集され、会期を９
月25日までの20日間と定め審議を行いました。
　今議会で審議された案件は、条例の改正や補正予算など38案件を審議
し、原案のとおり可決・承認・同意等されました。
　一般質問は、８議員が登壇し市政について市長の考えをただしました。

【補正予算】
　一般会計補正予算（第２号）、下水道事業特別会計補正予算（第２号）、介護保険特別会計補
正予算（第１号）が、財務常任委員会で審査された後、本会議で可決されました。
　おもな内容は以下のとおりです。

◆平成24年度一般会計補正予算（第２号）
　《補正予算額》　  ２億９，０２３万９千円

◇主なもの（歳出）
　◦歳計剰余金を財政調整基金積立

２億２，７９９万７千円
　◦口座振替システム改修経費等　　　　４５５万円
　◦市営火葬場火葬炉修繕追加経費　２７３万５千円
　◦企業立地支援事業　　　　　 ４，１８９万２千円
　◦まちなか活性化推進事業　　　　　　２５６万円
　◦観光施設管理事業　　　　　　　　　１４７万円
　◦市単独道路整備事業　　　　 ３，００５万５千円

　◦市立公園管理事業　　　　　　　　　２３１万円
　◦災害対策事業　　　　　　　　　２９４万４千円
　◦地区公民館運営事業　　　　　　３５４万４千円
　◦史跡等保存整備管理事業　　　　２８５万３千円

◆下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　《補正予算額》　　　　　　 ９９８万１千円
　（下水道施設移設工事及び職員給与費の補正）

◆介護保険特別会計補正予算（第１号）
　《補正予算額》　　　　　　 ９６６万８千円
　（損害賠償収入の計上及び職員給与費並びに償還金の補正）

【
条
例
制
定
（
一
部
改
正
）】
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　以下の各人事案件について同意、選任しました。

【人事案件】

　

☆
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義

　

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

　

拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願

　

書

（
提
出
者
）

　

韮
崎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　

会
長　

貝
瀬
勝
政
様
他

　

30
人
以
下
学
級
の
実
現
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
、
国
に
お
け
る
教
育

予
算
の
拡
充
に
つ
い
て
意
見

書
の
提
出
を
要
請
す
る
請
願
。

〈
意
見
書
の
提
出
〉

　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官

房
長
官
、
文
部
科
学
大
臣
、

財
務
大
臣
及
び
総
務
大
臣
に

対
し
、
以
下
を
求
め
る
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

１　

少
人
数
学
級
を
推
進
す

る
こ
と
。
具
体
的
学
級

規
模
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
並
み
の
ゆ
た
か
な
教

育
環
境
を
整
備
す
る
た

め
30
人
以
下
学
級
と
す

る
こ
と
。

２　

教
育
の
機
会
均
等
と
水

準
の
維
持
向
上
を
は
か

る
た
め
、
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

と
と
も
に
国
負
担
割
合

を
２
分
の
１
に
復
元
す

る
こ
と
。

３　

教
育
条
件
の
格
差
解
消

を
図
る
た
め
、
地
方
交

付
税
を
含
む
国
に
お
け

る
教
育
予
算
を
拡
充
す

る
こ
と
。

請
願採　

　

択

◆韮崎市教育委員会委員の任命について
　韮崎市教育委員会委員の任期が平成24年10月22日満
了となり、後任者の任命について市長より議会の同意
を求める提案がされ、次の方を任命することに同意し
ました。

　　矢　巻　令　一　（円野町上円井）

◆韮崎市教育委員会委員の任命について
　韮崎市教育委員会委員の任期が平成24年10月22日満
了となり、後任者の任命について市長より議会の同意
を求める提案がされ、次の方を任命することに同意し
ました。

　　清　水　　　亘　（大草町下條西割）

◆韮崎市固定資産評価審査委員会委員の選任
　について
　韮崎市固定資産評価審査委員会委員の任期が平成24
年10月22日満了となるため、市長より議会の同意を求
める提案がされ、次の方を選任することに同意しまし
た。

　　内　藤　まつ子　（本 町 ４ 丁 目）

◆御座石山恩賜県有財産保護組合議員の選任
　について
　御座石山恩賜県有財産保護組合議員の任期が平成24
年９月29日満了となるため、選挙を行いました。

　　土　屋　泰　彦　（円野町上円井）
　　小　澤　昭　男　（円野町上円井）
　　山　本　一　明　（円野町下円井）
　　内　藤　駒　勇　（円野町下円井）
　　秋　山　尹　胤　（穴 山 町）
　　大　柴　十四昭　（穴 山 町）
　　井　上　廣　昭　（穴 山 町）
　　藤　森　儀　文　（穴 山 町）
　　細　窪　康　文　（穴 山 町）
　　藤　原　春　榮　（中田町小田川）

◆御勅使川入旧三十六ヶ村入会山恩賜県有財
　産保護組合議員の選任について
　御勅使川入旧三十六ヶ村入会山恩賜県有財産保護組
合議員の任期が平成24年10月17日満了となるため選挙
を行いました。

　　堀　川　茂　憲　（龍岡町下條東割）
　　田　原　　　格　（龍岡町下條南割）
　　根　岸　芳　雄　（大 草 町 若 尾）
　　山　本　　　平　（大草町上條東割）
　　堀　内　　　中　（旭町上條南割）
　　清　水　康　雄　（旭町上條北割）

お詫びと訂正

　８月25日発行の153号
の記事『人権擁護委員候補
者の推薦』において、小泉
千寿子様の住所に誤りがご
ざいました。

人権擁護委員候補者
小　泉　千寿子

　誤（藤井町南下条）
　　　　　⇩
　正（藤井町駒井）

　以上のとおり、お詫びし
て訂正いたします。
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一般会計（歳出総額）138億7千362万1千円など
平成23年度決算を認定

一般会計（歳出総額）138億7千362万1千円など
平成23年度決算を認定

一般会計（歳出総額）138億7千362万1千円など
平成23年度決算を認定

歳入 歳出

一般会計 14,393,460 13,873,621

特
別
会
計

国民健康保険 3,190,754 3,156,653

後期高齢者医療 234,994 234,847

簡易水道 9,557 9,506

下水道事業 1,173,834 1,173,834

介護保険 1,823,626 1,816,914

介護サービス事業 10,523 10,523

財産区 6,222 5,890

企
業
会
計

市立病院
収益的 2,409,858 2,338,962

資本的 100,759 333,895

水道事業
収益的 828,200 821,316

資本的 141,418 309,081

（単位：千円）

　平成24年第３回定例会では、平成23年度の一般会計、特別会計（14会計）及び
企業会計（２会計）決算について、財務常任委員会（清水正雄委員長）に付託審議の
うえ本会議で認定しました。決算額は以下のとおりです。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の施行にとも
ない、財政指標を議会に報告し、公表しなければならない
こととされています。

《健全化判断基準》
（　）内は財政健全化計画等を策定しなければならない基準

◦実質赤字比率　　　黒字のため数値なし　（13.66％）
◦連結実質赤字比率　黒字のため数値なし　（18.66％）
◦実質公債費比率　　13.0％ 　　　　　　（  25.0％）
◦将来負担比率　　　68.9％ 　　　　　　（350.0％）

⇒　実質公債費比率、将来負担比率とも、平成22年度決
　　算より改善されました。

《資金不足比率》
◦簡易水道・下水道事業特別会計、病院・水道事業会計
　資金不足を生じていないため数値なし　　（  20.0％）

⇒　いずれの比率も基準を下回っており、健全な財政運用
　　がなされています。

※決算額の詳細は、広報１１月号をご覧ください。

【23年度決算に伴う財務指標の報告】

〔
一
般
会
計
〕

■
総
務
費

問　

徴
税
費
の
昨
年
の
実

績
は
、
税
金
全
体
で
徴
収

率
が
下
が
っ
て
い
る
が
、

差
押
件
数
は
１
１
０
件
で

あ
る
。
税
金
の
公
平
公
正

な
負
担
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
徴

収
率
を
上
げ
る
努
力
を
し

て
ほ
し
い
。

答　

徴
収
率
の
低
下
に
つ

い
て
は
、
昨
年
度
差
押
等

平
年
並
み
に
行
っ
た
が
、

納
税
交
渉
不
足
に
よ
り
納

付
に
結
び
つ
か
ず
、
徴
収

率
の
低
下
に
つ
な
が
っ
た
。

対
処
と
し
て
臨
戸
訪
問
し
、

滞
納
者
と
接
触
を
持
ち
現

状
を
確
認
し
、
納
付
指
導
、

財
産
調
査
、
滞
納
処
分
を

行
い
納
付
に
結
び
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

問　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
施
設
管
理
運
営
事
業
が

５
、３
０
０
万
円
の
支
出

が
あ
る
が
、
ビ
ル
全
体
の

維
持
経
費
か
。

答　

ビ
ル
管
理
の
関
係
だ

け
の
経
費
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
以
外
に
指

定
管
理
の
費
用
や
公
民
館

機
能
の
設
置
に
よ
る
経
費

を
含
め
全
体
で
は
１
億
８

千
万
円
程
度
掛
か
る
こ
と

は
試
算
し
て
い
ま
す
。

問　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
要
望
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
行
い
、
改
善

を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

昨
年
度
改
善
項
目
が
あ
っ

た
の
か
。

答　

そ
の
都
度
対
応
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
毎
月
一

度
運
営
協
議
会
を
開
催
し
、

要
望
の
中
身
を
検
討
し
改

善
し
て
い
ま
す
。

■
民
生
費

問　

就
労
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
生
活
保
護
世
帯
等

に
就
労
を
支
援
す
る
も
の

だ
が
、
就
労
意
識
を
高
め

る
た
め
に
就
労
支
援
事
業

の
前
に
行
う
事
業
が
あ
る

の
か
。

答　

生
活
保
護
の
適
切
な

処
置
と
い
う
こ
と
で
国
の

セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
関

係
で
多
彩
な
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
に
つ
い
て
は
、
大
変

補
助
率
も
高
率
と
い
う
こ

と
で
、
中
学
卒
又
は
高
校

中
退
等
々
の
、
学
業
支
援

又
は
伸
び
る
医
療
費
に
つ

い
て
は
レ
セ
プ
ト
点
検
な

ど
の
項
目
が
あ
り
ま
す
の

で
生
活
保
護
費
の
適
正
運

用
に
努
め
る
う
え
で
も
来

期
に
向
け
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
衛
生
費

問　

女
性
特
有
の
が
ん
検

診
推
進
事
業
で
す
が
、
が

ん
検
診
受
診
率
を
５０
％
に

上
げ
る
こ
と
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
受
診

率
を
見
る
と
大
変
低
く
思

う
が
、
担
当
者
と
し
て
ど

う
思
う
か
。

答　

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
県
の
パ
ン
フ
等
に
よ

り
周
知
を
行
っ
て
い
る
が
、

ま
だ
意
識
が
低
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。

■
農
林
費

問　

農
地
、
水
、
環
境
保

全
対
策
事
業
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
農
家
自
ら
が
自
分

た
ち
で
環
境
を
整
備
し
て

行
く
事
業
で
あ
り
市
内
24

地
区
で
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
非
常
に
有
効
な
事
業

で
あ
っ
た
が
23
年
度
で
終

り
と
聞
い
て
い
る
が
、
今

後
こ
の
24
地
区
は
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
行
う

の
か
。

答　

農
地
、
水
、
環
境
保

全
対
策
事
業
は
本
年
度
も

継
続
し
て
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
各
地
区

か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
、

事
業
を
実
施
し
て
行
く
予

定
で
あ
り
ま
す
。

■
教
育
費

問　

育
英
奨
学
金
で
す
が
、

奨
学
金
の
返
済
に
つ
い
て

市
内
に
住
む
な
ど
で
免
除

と
な
る
規
定
は
あ
る
の
か
。

答　

市
内
事
業
所
に
３
年

以
上
勤
務
し
た
場
合
に
免

除
さ
れ
ま
す
。

【平成23年度決算額】

財
務
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
（
抜
粋
）
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　臨時会が10月17日召集され、地方自治法の規定により19日
までの会期３日間で審議がおこなわれました。
　提出された案件は５件で、副議長の改選が行われ、新副議長に、
岩下良一氏が当選しました。その他、条例改正議案の審議、常任
委員会や議会運営委員会等の委員構成などを行いました。

■総務教育常任委員会
政策秘書課、総務課、企画財
政課、会計課、議会事務局及
び教育委員会の所管する事項
並びに他の委員会に属さない
事項

　委 員 長　　清水　　一
　副委員長　　田原　一孝
　委　　員　　一木　長博
　　 〃 　　　藤嶋　英毅
　　 〃 　　　秋山　　泉
　　 〃 　　　髙添　秀明

■市民生活常任委員会
市民課、税務課、収納課、福
祉課、介護保険課、保健課、
静心寮及び市立病院の所管す
る事項

　委 員 長　　小林　伸吉
　副委員長　　清水　康雄
　委　　員　　清水　正雄
　　 〃 　　　野口　紘明
　　 〃 　　　岩下　良一
　　 〃 　　　守屋　　久

■産業建設常任委員会
農林課、商工観光課、建設課
及び上下水道課の所管する事
項

　委 員 長　　輿石　賢一
　副委員長　　宮川　文憲
　委　　員　　小林恵理子
　　 〃 　　　森本由美子
　　 〃 　　　西野　賢一

■議会運営委員会
議会運営及び議長の諮問に関
する事項

　委 員 長　　森本由美子
　副委員長　　西野　賢一
　委　　員　　清水　　一
　　 〃 　　　小林恵理子
　　 〃 　　　一木　長博
　　 〃 　　　藤嶋　英毅
　　 〃 　　　清水　康雄

■財務常任委員会
予算及び決算に関する事項

　委 員 長　　藤嶋　英毅
　副委員長　　秋山　　泉
　委　　員　　清水　　一
　　 〃 　　　小林恵理子
　　 〃 　　　清水　正雄
　　 〃 　　　森本由美子
　　 〃 　　　輿石　賢一
　　 〃 　　　小林　伸吉
　　 〃 　　　西野　賢一
　　 〃 　　　田原　一孝
　　 〃 　　　清水　康雄	
　　 〃 　　　髙添　秀明
　　 〃 　　　宮川　文憲
　　 〃 　　　守屋　　久

第１回
（10月）

臨 時 会

◆韮崎市防災会議条例及び韮崎市災害対策本
　部条例の一部を改正する条例について
　市長の諮問に応じて市の地域に係る防災に関する重
要事項を審議することや、委員の選任についての条項
を追加した。

◆常任委員会委員並びに議会運営委員会委員
　の選任
　下記のとおり選任されました。

◆副議長選挙　
　　岩　下　良　一　議員

◆山梨県後期高齢者医療広域連合議員の補欠
　選挙について
　　小　林　伸　吉　議員

【条例制定（一部改正）】 【選挙】

【人事】

常
任
委
員
会
等
委
員
構
成　
　
　
　
平
成
24
年
10
月
19
日
就
任
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委 員 会 活 動 報 告
《
請
願
審
査
》

請
願
第
２４
ー
４
号

30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

⇨　

採
択

《
そ
の
他
の
審
査
内
容
》

　

各
課
長
に
現
状
報
告
と
概
要
説
明
を
求
め
、
質
疑

を
行
っ
た
。

⑴　

人
事
管
理
に
つ
い
て

⑵　

入
札
制
度
に
つ
い
て

⑶　

市
有
財
産
の
有
効
利
用
と
管
理
に
つ
い
て

⑷　

総
合
防
災
対
策
の
調
査
、
研
究
に
つ
い
て

⑸　

情
報
公
開
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護
制
度
に

　
　

つ
い
て

⑹　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

⑺　

公
共
交
通
網
に
つ
い
て

⑻　

公
金
管
理
に
つ
い
て

⑼　

工
事
中
の
安
全
管
理
、
施
工
管
理
に
つ
い
て

⑽　

学
校
教
育
に
つ
い
て

⑾　

生
涯
学
習
に
つ
い
て

⑿　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

⒀　
「
取
調
べ
の
全
過
程
の
可
視
化
を
求
め
る
意
見

　
　

書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

《
そ
の
他
の
審
査
内
容
》

　

各
課
長
に
現
状
報
告
と
概
要
説
明
を
求
め
、
質
疑

を
行
っ
た
。

⑴　

生
活
環
境
に
つ
い
て

⑵　

ゴ
ミ
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ
い
て

⑶　

健
康
保
健
事
業
推
進
に
つ
い
て

⑷　

高
齢
者
保
健
福
祉
事
業
に
つ
い
て

⑸　

介
護
保
険
事
業
推
進
に
つ
い
て

⑹　

少
子
化
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

⑺　

市
税
に
つ
い
て

⑻　

病
院
の
運
営
に
つ
い
て

⑼　

静
心
寮
の
運
営
に
つ
い
て

《
そ
の
他
の
審
査
内
容
》

　

各
課
長
に
現
状
報
告
と
概
要
説
明
を
求
め
、
質
疑

を
行
っ
た
。

⑴　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て

⑵　

農
業
用
道
路
、
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

⑶　

鳥
獣
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

⑷　

観
光
事
業
の
推
進
に
つ
い
て　
　
　
　

⑸　

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て

⑹　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
促
進
に
つ
い
て　

⑺　

企
業
誘
致
に
つ
い
て　

⑻　

市
内
道
路
網
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

⑼　

建
設
工
事
の
促
進
に
つ
い
て

⑽　

都
市
計
画
に
つ
い
て

⑾　

上
下
水
道
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

総
務
教
育
常
任
委
員
会

市
民
生
活
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

副議長
岩下　良一 議員

副議長就任あいさつ
　このたび、10月19日の臨時会において、議員各位のご推挙に
より、栄誉ある韮崎市議会第61代副議長に就任いたしました。
　この職の重要性を十分認識し、市民の皆様の負託に応えるべく努
めさせていただく所存であります。
　地域主権により地方議員の果たす役割は、従来に増して大きくな
ります。議員力を高めるため議長と一体となって、議員とのコンセ
ンサスを得て各種研修会の開催に取り組むとともに、今後ますます
少子高齢化の伸展する中で、今を生きる市民のためだけではなく、
次の世代の人たちのためにも財政の健全化を図りつつ持続可能な社
会保障を構築するため、全議員で勉強をしていきたいと考えます。
　多様化する価値観の中で、市民の皆様が安全で安心して暮らせる
まちづくりのため誠心誠意努めてまいりますので、市民の皆様方の
厚いご支援とご鞭撻を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

９月定例会会期中の委員会
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8人の議員が市政を問う

一 般 質 問

ここが聞きたいにらさきの
まちづくり

　一般質問の内容は、項目は抜粋、質問と答弁は要約したものです。
詳細な内容は、「韮崎市ホームページ⇒議会⇒会議録」で確認すること
ができます。録画中継も配信しています。

その他質問

◆グリーンフィールド
　穂坂の駐車場確保に
　ついて
◆市民バス龍岡線の運
　行距離延長について

　

本
年
２
月
に
防
災
計

画
の
見
直
し
を
し
た
が
、
周

知
さ
れ
て
い
な
い
。
市
民
へ

の
徹
底
は
。

市
長　

本
年
５
月
に
全

地
区
長
を
対
象
と
し
た
研
修

を
行
い
、
あ
わ
せ
て
防
災
、

減
災
へ
の
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
、
さ
ら

に
減
災
対
策
に
関
す
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
に
配
布
し

た
。
ま
た
、
武
田
の
里
ラ
イ

フ
カ
レ
ッ
ジ
や
老
壮
大
学
に

お
い
て
も
周
知
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
強

化
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

く
の
か
。

市
長　

地
域
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
っ
た
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
活
動
の
核
と
な
る

地
域
減
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
し
て
お
り
、
リ
ー
ダ
ー
が

指
導
す
る
組
織
の
創
設
や
運

営
体
制
の
構
築
に
努
め
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
、
出
前
塾
等

を
通
じ
て
防
災
、
減
災
の
意

識
や
関
心
を
高
め
て
い
た
だ

く
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
地
区
長
連
合
会
を
中

心
に
、
自
主
防
災
組
織
の
組

織
率
の
向
上
や
強
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
図
っ
て
い
く
。

　

台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
よ
り
、
河
川
の
氾
濫
や
山

間
地
の
土
砂
崩
壊
な
ど
が
予

想
さ
れ
る
が
、
現
在
、
市
内

で
崩
壊
危
険
個
所
は
何
カ
所

あ
る
の
か
。
ま
た
、
孤
立
が

予
想
さ
れ
る
地
区
数
と
そ
の

対
策
は
。

市
長　

土
石
流
危
険
個

所
73
カ
所
、
急
傾
斜
地
の
崩

壊
危
険
個
所
61
カ
所
が
指
定

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
雨

に
よ
る
孤
立
が
予
想
さ
れ
る

地
区
は
２
地
区
で
あ
る
。
集

中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
土
石

流
や
が
け
崩
れ
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
に
、
被
害
を
受
け

る
恐
れ
の
あ
る
地
域
を
示
し
、

避
難
な
ど
の
適
切
な
行
動
が

と
れ
る
よ
う
、
現
在
、
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
中
で
あ
り
、
そ
の
完
成
に

合
わ
せ
全
戸
へ
配
布
す
る
と

と
も
に
、
各
地
区
へ
の
説
明

会
を
開
催
し
、
避
難
体
制
等

の
整
備
を
図
っ
て
い
く
。

　

大
雨
等
に
よ
る
河
川

の
危
険
個
所
は
何
カ
所
あ
る

か
、
そ
の
対
策
は
。

市
長　

国
・
県
が
管
理

し
て
い
る
河
川
の
う
ち
、
大

雨
時
に
堤
防
高
の
不
足
な
ど

の
理
由
に
よ
る
重
要
水
防
箇

所
は
37
カ
所
あ
る
。
国
・
県

で
は
定
期
的
に
河
川
の
点
検

を
行
っ
て
お
り
、
異
常
が
発

見
さ
れ
た
場
合
は
補
修
等
を

行
う
と
聞
い
て
い
る
。
今
後

も
、
必
要
に
応
じ
て
改
修
等

の
要
望
を
行
う
と
と
も
に
速

や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
国

・
県
と
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

　

昨
年
の
台
風
に
よ
り
、

桐
沢
橋
上
流
の
堤
防
に
設
置

さ
れ
て
い
た
聖
牛
数
基
が
流

さ
れ
、
堤
防
は
現
在
無
防
備

状
態
で
あ
り
、
上
・
下
祖
母

石
、
一
ツ
谷
の
住
民
は
、
大

雨
の
影
響
に
対
し
不
安
を
感

じ
て
い
る
。
堤
防
補
強
の
た

め
の
早
急
な
対
応
は
。

市
長　

河
川
管
理
者
で

あ
る
県
に
現
地
を
確
認
し
て

も
ら
い
要
望
し
て
い
く
。

田原　一孝 議員
［韮政クラブ］

防
災
対
策
と
減
災
の

取
り
組
み
は
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１
件
、
中
学
校
15
件
は
既
に

解
消
さ
れ
て
お
り
、
他
の
36

件
に
つ
い
て
も
解
消
に
向
け
、

現
在
、
継
続
的
に
指
導
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

人
員
確
保
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
消
防
団

員
に
つ
い
て
、
県
内
の
消
防

団
員
数
は
１
９
５
３
年
を

ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
現

在
で
は
そ
の
半
数
以
下
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
過
去

10
年
間
を
見
て
も
急
速
に
団

員
不
足
が
進
ん
で
い
る
状
況

が
う
か
が
え
ま
す
。
８
０
８

名
を
擁
し
て
い
る
韮
崎
市
消

防
団
の
現
状
を
当
局
で
は
ど

う
把
握
し
て
い
る
か
お
聞
き

い
た
し
ま
す
。

市
長　

消
防
団
は
即

応
・
動
員
力
に
す
ぐ
れ
た
施

設
と
し
て
、
消
火
活
動
や
災

害
時
の
住
民
避
難
支
援
、
救

助
等
、
担
う
役
割
が
拡
大
し

て
い
る
中
、
現
状
は
、
少
子

管
理
を
す
る
よ
う
指
導
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

過
去
の
震
災
を
教
訓

に
、
子
供
に
発
災
時
に
自
分

の
判
断
で
身
を
守
る
力
を
育

て
る
初
動
訓
練
を
Ｎ
Ｐ
０
法

人
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
と

連
携
し
、
防
災
教
育
の
取
り

組
み
が
肝
要
と
思
う
が
。

教
育
長　

今
後
Ｎ
Ｐ
０

法
人
減
災
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

と
ど
の
よ
う
な
形
で
学
校
と

連
携
が
図
れ
る
か
、
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
の
安
全
確
保
の

措
置
と
し
て
、
従
来
の
正
門

か
ら
の
車
輌
乗
り
入
れ
は
原

則
禁
止
と
し
、
飯
米
場
公
民

館
入
り
口
に
変
更
と
な
っ
た

が
、
入
り
口
が
狭
隘
で
早
急

の
拡
幅
改
修
と
現
在
休
園
の

園
庭
を
駐
車
場
に
開
放
を
。

教
育
長　

今
後
、
拡
幅

の
必
要
性
も
含
め
、
駐
車
場

利
用
の
安
全
性
に
配
慮
し
て

ま
い
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

又
休
園
中
の
穂
坂
保
育
園
の

園
庭
の
一
時
的
利
用
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

９
月
１
日
よ
り
東
京

電
力
の
電
気
料
の
大
幅
値
上

げ
に
伴
い
、
市
内
公
共
施
設

の
増
額
見
込
み
額
と
Ｐ
Ｐ
Ｓ

か
ら
の
電
力
調
達
に
つ
い
て
。

市
長　

公
共
施
設
電
気

料
金
は
市
役
所
、
病
院
、
学

校
施
設
全
体
で
昨
年
度
と
比

較
し
約
２
、４
０
０
万
円
17・

８
％
の
増
額
と
な
る
見
込
み

で
あ
り
ま
す
。
次
に
Ｐ
Ｐ
Ｓ

か
ら
の
電
力
調
達
に
つ
き
ま

し
て
は
、
調
査
・
研
究
を
行

い
、
格
差
の
大
き
い
施
設
か

ら
前
向
き
に
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
・
特
別
会

計
の
自
主
財
源
税
収
は
不
納

欠
損
額
、
収
入
未
済
額
と
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。
税

負
担
の
公
平
性
の
確
保
と
24

年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

市
長　

平
成
23
年
度
決

算
で
の
租
税
・
公
課
の
他
、

水
道
使
用
料
等
の
未
収
金
の

総
額
は
８
億
７
千
万
円
余
り

と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
憂
慮

す
べ
き
事
態
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

職
員
全
体
が
未
収
金
対
策
の

必
要
性
に
つ
い
て
研
修
を
実

施
し
臨
戸
訪
問
の
強
化
、
納

税
・
納
付
交
渉
の
実
施
を
可

能
と
す
る
組
織
体
制
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
内
荒
廃
農
地
３
・

９
５
㌶
を
抜
根
整
地
し
優
良

農
地
に
再
生
し
た
。
し
か
し

現
状
雑
草
が
一
面
覆
い
茂
っ

て
お
り
ま
す
、
地
主
に
は
作

付
け
す
る
条
件
で
事
業
を
実

施
し
た
の
か
。

市
長　

今
後
地
区
役
員

と
協
力
し
、
農
地
の
借
り
手

紹
介
等
積
極
的
な
支
援
を
し

て
ま
い
り
、
雑
草
農
地
に
つ

い
て
は
、
地
権
者
に
適
正
な

市
税
等
の
適
正
確
保

に
つ
い
て

その他質問

◆定住促進の取り組み
　について
◆ヒルクライム甘利山
　大会開催について

緊
急
雇
用
対
策
事
業

の
検
証
に
つ
い
て

化
や
就
業
構
造
の
変
化
に
伴

い
、
団
員
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

人
口
構
造
の
変
化
に
伴
う
部

の
編
成
や
団
員
数
の
見
直
し

が
必
要
と
思
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
意
見
を
拝
聴
し
な
が

ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
保
育
園

再
編
整
備
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
の
動
向
を

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

市
長　

今
後
の
計
画
の

進
め
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
般
設
置
い
た
し
ま
し
た
韮

崎
市
再
編
保
育
園
建
設
構
想

委
員
会
に
お
い
て
、
子
ど

も
・
子
育
て
関
連
３
法
案
や

今
後
の
社
会
情
勢
等
を
踏
ま

え
た
上
で
、
官
と
民
と
が
共

存
共
栄
で
き
る
最
善
の
経
営

形
態
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
を

見
極
め
、
再
編
す
る
地
区
、

建
設
場
所
、
規
模
等
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
建

設
構
想
委
員
会
に
よ
り
、
具

体
的
に
建
設
場
所
等
が
示
さ

れ
た
際
に
は
、
関
係
す
る
保

護
者
や
地
区
住
民
に
説
明
を

行
い
、
理
解
を
得
て
ま
い
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

法
務
省
が
本
年
発
表

し
た
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、

学
校
で
の
い
じ
め
が
３
、３

０
６
件
で
過
去
最
多
を
更
新

し
た
そ
う
で
す
。
本
市
に
お

け
る
い
じ
め
の
実
態
に
つ
い

て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
長　

い
じ
め
問
題

を
背
景
事
情
と
し
て
児
童
・

生
徒
の
自
殺
が
発
生
し
た
こ

と
な
ど
を
受
け
、
本
年
４
月

か
ら
８
月
ま
で
の
本
市
に
お

け
る
い
じ
め
問
題
の
実
態
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
、

当
該
児
童
・
生
徒
が
一
定
の

人
間
関
係
に
あ
る
者
か
ら
心

理
的
・
物
理
的
な
攻
撃
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
精
神
的
な

苦
痛
を
感
じ
る
も
の
を
い
じ

め
と
し
、
各
学
校
が
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
個
別
面
接
や
、

本
人
及
び
保
護
者
か
ら
の
相

談
な
ど
に
よ
り
教
職
員
が
認

知
し
た
も
の
を
、
各
学
校
か

宮川　文憲 議員
［韮政クラブ］

守屋　　久 議員
［韮政クラブ］

Ｐ
Ｐ
Ｓ（
特
定
規
模
電

気
事
業
者
）に
つ
い
て

防
災
教
育
に
つ
い
て

穂
坂
小
学
校
入
り
口

改
修
と
駐
車
場
確
保

に
つ
い
て

消
防
団
の
現
状
に

つ
い
て

保
育
園
の
再
編
整
備

計
画
に
つ
い
て

い
じ
め
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て

ら
報
告
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
調
査

に
よ
り
ま
す
と
、
い
じ

め
の
問
題
を
認
知
し
た

学
校
及
び
件
数
は
、
小

学
校
が
５
校
で
２
４
６

件
、
中
学
校
が
２
校
で

29
件
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
小
学
校
２
２
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輿石　賢一 議員
［共伸クラブ］

その他質問

◆市発注工事について
◆いじめについて
◆割羽沢川の改修につ
　いて
◆御勅使地区メガソー
　ラー発電施設外側の
　廃堤について
◆農業問題について

　

国
道
52
号
線
、
御
勅

使
工
業
団
地
入
り
口
交
差
点

に
つ
い
て
は
、
朝
夕
の
出
退

社
時
の
交
通
渋
滞
は
大
変
な

状
態
で
あ
り
、
改
善
要
望
を

だ
し
て
い
ま
す
が
一
向
に
改

善
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

一
日
も
早
い
渋
滞
解
消
を

願
う
わ
け
で
す
が
、
見
解
を

求
め
ま
す
。

市
長　

こ
の
交
差
点
に

つ
い
て
は
、
渋
滞
緩
和
策
と

し
て
の
信
号
機
の
改
良
に
つ

い
て
、
山
梨
県
公
安
委
員
会

の
回
答
は
、
右
折
レ
ー
ン
の

な
い
交
差
点
で
は
矢
印
信
号

の
設
置
は
で
き
な
い
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
時
差
式
方
式
に
よ

る
信
号
処
理
は
、
十
字
路
交

差
点
で
は
危
険
性
が
高
い
と

の
理
由
で
時
差
式
信
号
に
は

で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
願
い

ま
す
。

　

県
道
北
原
下
条
南
割

線
、
大
草
町
羽
根
地
内
狭
窄

部
に
つ
い
て
、
平
成
22
年
の

定
例
会
で
は
、
最
適
な
ル
ー

ト
等
に
つ
い
て
地
元
地
区
と

協
議
し
て
い
る
と
の
答
弁
で

あ
り
、
前
回
は
平
成
24
年
度

よ
り
用
地
買
収
に
取
り
か
か

る
と
の
答
弁
で
し
た
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
、
お
伺
い

し
ま
す
。

市
長　

ル
ー
ト
選
定
の

た
め
の
予
備
設
計
ま
で
は
終

了
し
て
お
り
、
本
年
度
に
お

い
て
羽
根
地
区
、
西
割
地
区

へ
の
地
元
説
明
会
を
開
催
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

最
適
ル
ー
ト
の
選
定
に
時

間
を
要
し
た
こ
と
に
よ
り
、

事
業
の
進
捗
が
当
初
よ
り
遅

れ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
つ

い
て
は
一
向
に
対
策
が
と
ら

れ
な
い
ま
ま
、
今
日
に
至
っ

市
長　

減
量
化
を
図
る

上
で
、
家
庭
で
適
正
に
分
別

し
ご
み
と
し
て
出
さ
ず
に
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

資
源
物
と
し
て
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
。

　

家
庭
ご
み
の
減
量
化
に
は
、

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助

制
度
に
よ
り
推
進
し
て
お
り

ま
す
が
、
排
出
ご
み
に
つ
い

て
は
資
源
物
と
区
分
し
、
適

正
な
排
出
に
つ
い
て
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
出
前
塾
や
広
報

誌
等
で
市
民
に
定
期
的
に
周

知
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

資
源
物
の
収
集
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
地
区
や
市
役
所

な
ど
市
内
拠
点
施
設
で
の
排

出
環
境
を
整
え
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
の
向
上
及
び
ご
み
の
減

量
化
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
継

続
し
、
地
域
の
衛
生
指
導
員

な
ど
、
地
区
役
員
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
適
正
な
分
別
と

排
出
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り

ま
す
。

その他質問

◆新府城址の整備につ
　いて　　　　　　
1第２期整備計画の策
　定状況について
2トイレ、駐車場等の
　施設整備について
3主要地方道茅野・北
　杜・韮崎線の移設に
　ついて
◆製造業の振興につい
　て

　

本
市
に
お
い
て
は
、

人
口
減
少
と
と
も
に
少
子
高

齢
化
は
急
速
に
進
ん
で
お
り

ま
す
。
今
後
、
高
齢
者
福
祉

事
業
の
予
算
額
は
、
毎
年
１

割
以
上
の
予
算
増
に
な
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
福
祉
政
策
の

見
直
し
を
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。

　

高
齢
者
福
祉
も
必
要
な
政

策
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の

将
来
を
見
据
え
た
時
、
最
も

重
要
な
福
祉
政
策
は
、
子
育

て
政
策
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
、
子
供
が
増
加
す
る
よ
う

な
政
策
に
転
換
を
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

市
長
の
見
解
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

市
長　

福
祉
政
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
第
６
次
長
期

総
合
計
画
を
基
に
地
域
福
祉

計
画
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援

計
画
と
し
て
、
平
成
22
年
度

か
ら
の
５
年
間
を
計
画
期
間

と
し
た
、
次
世
代
育
成
支
援

地
域
行
動
計
画
後
期
を
策
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

施
策
の
見
直
し
に
つ
き
ま

し
て
は
、
毎
年
度
事
務
事
業

評
価
等
に
よ
り
効
率
的
・
効

果
的
な
事
業
を
展
開
で
き
る

よ
う
随
時
見
直
し
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
先
般

公
布
さ
れ
ま
し
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
法
に
お
い
て
、

市
町
村
に
対
し
教
育
・
保
育

及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確

保
と
こ
の
法
律
に
基
づ
く
業

務
の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る

計
画
を
定
め
る
も
の
と
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
そ
の
計
画
を

策
定
す
る
際
に
は
、
抜
本
的

な
見
直
し
を
含
め
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ニ
コ

福
祉
政
策
の
見
直
し

に
つ
い
て

髙添　秀明 議員
［韮政クラブ］

近
隣
市
の
公
共
施
設

と
本
市
の
施
設
と
の

相
互
利
用
に
つ
い
て

外
の
利
用
者
か
ら
も
利
用
料

金
は
戴
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
市
内
の
公
共
施
設

の
多
く
が
市
民
料
金
と
市
外

料
金
に
分
け
て
施
設
の
利
用

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
も
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
同
様
に
市
内

と
市
外
に
分
け
な
く
て
、
そ

れ
ぞ
れ
市
民
料
金
で
の
利
用

と
し
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

市
長
の
見
解
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

市
長　

利
用
料
金
の
差

異
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設

の
建
設
や
維
持
管
理
に
際
し

て
、
多
額
の
市
税
が
投
入
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
定

の
利
用
者
の
用
に
供
す
る
施

設
で
は
、
受
益
者
負
担
の
公

平
性
の
見
地
か
ら
、
市
外
の

利
用
者
に
は
応
分
の
負
担
を

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
そ

の
主
な
理
由
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
現
状
で
は
、
近
隣
市

に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
も
あ
り
、

協
定
の
締
結
は
難
し
い
も
の

と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。

リ
」
の
中
に

あ
る
図
書
館

や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

は
多
く
の
利

用
者
が
あ
り

大
変
好
評
で

あ
り
ま
す
。

　

勿
論
、
市

道
路
行
政
に
つ
い
て

ご
み
の
減
量
化
に

つ
い
て

て
い
ま
す
。
ご
み
も

資
源
と
と
ら
え
、
徹

底
的
に
分
別
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ご
み
を

減
ら
し
て
い
け
る
よ

う
対
策
を
と
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
当

局
の
見
解
を
求
め
ま

す
。
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と
地
元
の
間
で
協
議
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
早
期
に

工
事
着
手
で
き
る
よ
う
県
に

要
望
す
る
。

　

甘
利
沢
川
河
川
内
の

雑
木
除
去
に
つ
い
て
、
河
川

内
の
雑
木
が
大
き
く
、
地
域

に
お
い
て
は
対
処
出
来
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
、
早
急
な

対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
如

何
か
。市

長　

県
と
現
地
確
認

を
行
い
、
早
急
に
対
応
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

古
川
の
河
川
改
修
に

つ
い
て
、
数
年
前
よ
り
改
修

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
が
、
県
道
甘
利
山
公
園
線

ま
で
の
年
次
計
画
を
示
せ
。

市
長　

上
流
の
若
尾
地

内
の
８
４
０
㍍
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
末
の
完
成
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
が
、
早
期

に
完
成
す
る
よ
う
県
に
要
望

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
地
の
管
理
に
つ
い

て
、
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
農
地
が
手
付
か
ず
の
状
態

で
放
置
さ
れ
て
お
り
、
周
辺

の
農
業
者
は
非
常
に
迷
惑
を

受
け
て
い
る
が
、
土
地
の
所

有
者
に
対
し
て
通
知
す
べ
き

と
思
う
が
、
こ
れ
の
対
処
に

つ
い
て
当
局
の
考
え
は
。

市
長　

農
地
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
周
辺
か
ら
の
苦

情
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

土
地
所
有
者
に
対
し
、
適
正

に
管
理
す
る
よ
う
通
知
し
、

指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
新
た
に
遊
休
農
地
の

指
導
に
関
す
る
手
続
き
規
定

を
施
行
し
、
農
地
の
適
正
な

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鳥
獣
害
対
策
に
つ
い

て
、
イ
ノ
シ
シ
・
鹿
に
つ
い

て
は
銃
に
よ
る
捕
獲
が
効
果

を
上
げ
て
い
る
が
、
サ
ル
に

つ
い
て
は
狩
猟
資
格
が
な
く

て
も
使
用
で
き
る
よ
う
な
、

威
嚇
用
の
器
具
等
の
貸
し
出

し
が
必
要
と
思
う
が
、
当
局

の
考
え
は

市
長　

電
動
エ
ア
ガ
ン

及
び
通
常
よ
り
火
薬
量
の
多

い
花
火
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
器
具
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
し
た
う
え
で
、
導
入
、

貸
出
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

県
立
北
病
院
南
堤
防

の
整
備
に
つ
い
て
、
御
勅
使

上
橋
よ
り
上
流
の
左
岸
堤
防

を
整
備
し
、
市
民
の
散
策
路

に
活
用
す
べ
き
と
思
う
が
如

何
か
。市

長　

堤
防
上
の
有
効

利
用
と
し
て
遊
歩
道
を
整
備

す
る
こ
と
は
、
地
域
の
防
災

面
か
ら
も
有
効
と
考
え
る
の

で
、
河
川
管
理
者
の
県
に
要

望
す
る
。

　

主
要
地
方
道
韮
崎
・

その他質問

◆商店街活性化計画に
　ついて
◆上下水道本管耐震化
　の進捗状況について
◆旭町地内の治山計画
　について
◆国民文化祭について

その他質問

◆いじめ問題について
◆防災・減災について
1木造建築物の耐震化
　への取り組みについ
　て
2家具等の転倒防止具
　への助成について
◆再生可能エネルギー
　の導入促進について
◆主要地方道 韮崎・
　昇仙峡線の穂坂橋西
　詰め市道交差点への
　道路照明の設置につ
　いて

　

子
供
の
健
や
か
な
成

長
と
子
育
て
家
庭
を
応
援
し
、

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て

ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指

す
次
世
代
育
成
支
援
の
取
り

組
み
が
極
め
て
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化

の
問
題
は
私
た
ち
が
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も

重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

子
供
を
育
て
る
環
境
を
整
備

し
て
い
く
こ
と
は
、
家
族
、

地
域
、
企
業
、
そ
し
て
行
政

の
責
任
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
が
直
面
す
る

「
保
育
園
の
再
編
計
画
に
つ

い
て
」
伺
い
ま
す
。

　

保
護
者
や
関
係
す
る
市
民

へ
の
十
分
な
説
明
や
意
見
聴

取
の
経
緯
と
今
後
の
計
画
を

伺
い
ま
す
。

市
長　

保
育
所
保
護
者

連
合
会
と
の
懇
談
会
で
、
計

画
案
の
概
要
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
し
、

保
護
者
に
周
知
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
ま
た
、
市
民
に
は
、

８
月
６
日
よ
り
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
計
画
案

に
対
す
る
意
見
を
求
め
ま
し

た
。
今
般
、
計
画
案
を
加
筆

訂
正
し
、
改
め
て
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
ま
す
。

　

小
規
模
保
育
園
の
統

廃
合
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

区
や
地
域
性
を
考
慮
す
る
こ

と
が
、
妥
当
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
市
の
考
え
は
。

市
長　

建
設
構
想
委
員

会
に
よ
り
具
体
的
に
建
設
場

所
等
が
示
さ
れ
た
際
に
は
、

関
係
す
る
保
護
者
や
地
区
住

民
等
に
説
明
を
行
い
、
理
解

を
得
て
い
く
考
え
で
す
。

　

病
児
・
病
後
児
保
育

は
、
昨
年
９
月
に
開
始
さ
れ

て
か
ら
、
病
気
の
時
も
安
心

し
て
子
供
を
預
け
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
で
き
大
変
助
か
っ
て

い
る
な
ど
、
利
用
し
た
多
く

の
方
か
ら
好
評
の
お
声
を
聞

い
て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
を

小
学
校
６
年
生
ま
で
引
き
上

げ
る
制
度
拡
充
の
考
え
は
。

市
長　

病
児
・
病
後
児

保
育
の
対
象
年
齢
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
施

設
・
設
備
は
乳
幼
児
用
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
小

学
校
高
学
年
の
児
童
の
受
け

入
れ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

公
共
住
宅
の
整
備
に

関
し
計
画
的
な
修
繕
や
改
修

を
す
る
こ
と
に
よ
り
長
寿
命

化
を
図
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト

の
削
減
や
安
心
、
安
定
し
た

住
環
境
を
市
民
に
提
供
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
市
の
長
寿

命
化
計
画
は
。

市
長　

長
寿
命
化
の
内

容
で
あ
り
ま
す
が
、
屋
上
の

断
熱
防
水
、
防
水
性
の
あ
る

外
壁
塗
り
か
え
、
手
す
り
を

ア
ル
ミ
製
に
取
り
か
え
る
等
、

耐
久
性
の
向
上
を
図
る
工
事

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

清水　康雄 議員
［共伸クラブ］

小林　伸吉 議員
［公明党］

農
業
行
政
に
つ
い
て

土
木
行
政
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に

つ
い
て

公
営
住
宅
の
長
寿
命

化
と
居
住
環
境
に
つ

い
て

南
ア
ル
プ
ス
・
中
央
線

バ
イ
パ
ス
計
画
に
つ
い

て
、
早
期
の
着
手
が
出

来
る
よ
う
県
に
働
き
か

け
る
べ
き
と
考
え
る
が

如
何
か
。

市
長　

現
在
、
最

適
ル
ー
ト
に
つ
い
て
県
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埼
玉
県
蕨
市
の
「
老

朽
化
空
き
家
等
の
安
全
管
理

に
関
す
る
条
例
」
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
老
朽
化
が
さ

ら
に
進
み
、
危
険
な
状
況
に

な
る
空
き
家
が
、
不
審
者
の

侵
入
や
放
火
な
ど
防
犯
上
の

不
安
ば
か
り
で
な
く
、
地
震

に
お
け
る
倒
壊
の
恐
れ
な
ど

か
ら
防
災
上
の
危
険
性
も
あ

る
と
し
て
、
第
３
者
へ
の
被

害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

の
条
例
を
来
年
実
施
に
向
け

準
備
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
韮
崎
市
内
で
も
放
置
さ

れ
て
い
る
空
き
家
、
庭
木
な

ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

蕨
市
を
参
考
に
取
り
組
む
べ

き
で
す
。　

市
長　

今
後
、
新
た
な

条
例
策
定
な
ど
建
物
の
管

理
・
防
犯
等
、
安
全
対
策
を

踏
ま
え
る
中
で
、
検
討
し
て

い
く
。

　

値
上
げ
さ
れ
た
国
保

税
の
納
付
決
定
通
知
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
山
梨
県
社
会

保
障
推
進
協
議
会
の
自
治
体

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
韮
崎

市
の
税
額
が
、
今
年
度
の
引

き
上
げ
で
、
13
市
の
中
で
最

も
重
い
１
位
と
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

今
年
６
月
１
日
時
点
で
の

滞
納
世
帯
は
６
１
３
、
短
期

保
険
証
の
交
付
３
６
４
、
資

格
書
交
付
１
１
７
で
す
。

　

今
回
の
値
上
げ
が
滞
納
を

さ
ら
に
増
や
し
、
低
所
得
者

を
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
ら
か

で
す
。
一
般
会
計
か
ら
の
や

り
く
り
で
引
き
上
げ
額
を
抑

え
た
と
は
い
え
、
市
民
生
活

の
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
さ
ら

な
る
繰
り
入
れ
、
国
保
税
の

引
き
下
げ
が
必
要
で
す
。

市
長　

保
険
給
付
費
の

伸
び
に
見
合
っ
た
保
険
税
の

確
保
を
基
本
と
す
る
の
で
、

引
き
下
げ
の
た
め
の
繰
り
入

れ
は
難
し
い
。
今
後
も
医
療

費
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。
大

幅
な
引
き
上
げ
に
繋
が
ら
な

い
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

先
日
行
わ
れ
た
議
会

報
告
会
の
場
で
、
参
加
し
た

市
民
か
ら
は
保
育
園
の
統
廃

合
へ
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　

「
地
域
か
ら
保
育
園
が
な

く
な
れ
ば
さ
ら
な
る
人
口
減

に
つ
な
が
る
」
「
次
々
公
共

施
設
が
な
く
な
り
地
域
が
さ

び
れ
て
い
く
」
「
地
域
の
活

性
化
策
を
市
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
」
な
ど
で
す
。

　

地
域
住
民
へ
の
説
明
も
行

い
、
意
見
を
吸
い
上
げ
、
理

解
と
納
得
を
得
る
課
程
は
必

須
だ
と
考
え
ま
す
。　

市
長　

具
体
的
に
建
設

場
所
等
が
し
め
さ
れ
た
際
に

は
、
関
係
す
る
保
護
者
や
地

区
住
民
等
に
説
明
を
行
い
、

理
解
を
得
て
い
く
。

その他質問

◆峡北広域環境衛生セ
ンター可燃施設管理
調査検討委員会の提
言・検証について

◆産科分担制のエリア
拡大について

◆市立図書館での地
域・行政資料の収集
充実について

小林恵理子 議員
［日本共産党］

十
三
市
で
最
も
高
い

国
保
税
引
き
下
げ
を

保
育
園
再
編
計
画

地
域
住
民
へ
説
明
を

条
例
を
強
化
し

空
き
家
対
策
を

　10月５日穂坂小学校の3年生が、社会科見学の一
環として市役所内を見学。その際、市議会の議場を
見学しました。
　子どもたちは、議長席に順番にすわり、その議場
の大きさを体感していました。

議場を見学しました

　第5回甘利山クリーン作戦が開催され、
市議会議員を含め多くのボランティアが参
加し、甘利山レンゲツツジの保全のため熊
笹を刈りました。

10月27日
第５回甘利山クリーン大作戦
を開催



12

①
特
別
委
員
会
（
定
例
会
）
…
…
…　

１３
回

②
班
会
議
（
１
班
、
２
班
会
議
）
…　

１８
回

③
講
演
会
、
研
修
会
開
催　

…
…
…　

２
回

　

（
地
方
自
治
法
の
改
正
、
地
方
交
付
税
制

　
　

度
の
概
要
）

④
執
行
部
と
の
協
議
会　

…
…
…
…　

１
回

　

（
特
別
委
員
会
の
現
状
報
告
と
執
行
部
の

　
　

検
討
）

①
議
会
だ
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

○
紙
質
を
落
と
し
経
費
削
減

・
現
在
よ
り
紙
質
を
落
と
し
て
も
、
殆
ど
経

費
削
減
に
は
繋
が
ら
な
い
。
再
生
紙
に
す

る
と
逆
に
コ
ス
ト
が
上
が
る
た
め
、
紙
質

に
つ
い
て
は
現
状
で
よ
い
。

○
本
会
議
終
了
１
ヶ
月
以
内
に
発
行

・
現
状
で
は
発
行
を
早
め
る
こ
と
は
、
編
集

作
業
の
行
程
に
時
間
的
余
裕
が
な
い
た
め

困
難
で
あ
る
。

※
編
集
委
員
会
で
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

②
会
派
研
修
に
つ
い
て

○
政
務
調
査
費
の
廃
止

・
平
成
２１
年
４
月
に
条
例
改
正
し
、
月
額
を

半
額
の
１
万
円
に
し
て
お
り
、
廃
止
も
含

め
て
議
論
し
た
が
、
先
進
地
の
研
修
や
議

員
活
動
を
す
る
上
で
政
務
調
査
費
は
必
要

で
あ
り
、
残
す
べ
き
で
あ
る
。

○
会
派
研
修
の
報
告
内
容
の
公
開　

・
研
修
し
た
直
近
の
議
会
だ
よ
り
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
市
民
に
公
開
す
る
。

書
式
は
統
一
す
る
。

③
女
性
議
会
に
つ
い
て

○
女
性
議
会
の
開
催

・
女
性
の
政
策
決
定
へ
の
参
加
を
促
す
面
で

も
、
女
性
議
会
は
有
効
。
し
か
し
市
内
の

女
性
自
ら
の
盛
り
上
が
り
で
行
う
べ
き
も

の
。
ま
ず
、
議
会
と
女
性
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。
そ
の
場
合
、
女

性
団
体
協
議
会
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

階
層
を
視
野
に
入
れ
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
等
の
保
護
者
代
表
も
含
め
て
声

を
か
け
て
行
く
の
が
よ
い
。

④
議
員
研
修
に
つ
い
て

○
議
員
研
修
の
充
実
強
化
、
各
専
門
家
や
市

民
各
層
と
の
研
修
会
、
研
修
報
告
書
を
議

長
に
提
出

・
議
員
研
修
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
、
各
分

野
の
専
門
家
、
市
民
各
層
と
の
研
修
会
を

開
き
、
意
見
交
換
に
よ
り
市
民
の
意
見
を

議
会
と
し
て
聴
く
こ
と
は
必
要
、
積
極
的

に
し
て
い
く
べ
き
。
具
体
的
な
取
組
に
つ

い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
。

・
研
修
報
告
は
、
会
派
研
修
報
告
と
同
様
、

書
式
を
統
一
し
て
報
告
す
る
方
向
で
進
む
。

・
委
員
会
研
修
は
、
合
同
研
修
が
主
に
な
っ

て
い
る
が
、
各
委
員
会
の
管
轄
に
的
を

絞
っ
た
研
修
も
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
た

め
、
常
任
委
員
会
毎
で
研
修
す
る
こ
と
も

検
討
す
る
必
要
も
あ
る
。

○
議
長
の
任
期

・
法
律
を
遵
守
す
る
。
法
律
で
は
４
年
任
期

と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
で
当
事
者
が

考
え
て
い
け
ば
よ
い
。

○
議
員
間
の
政
策
討
論

・
制
定
に
向
け
て
進
め
て
い
る
「
議
会
基
本

条
例
」
に
盛
り
込
む
。

⑤
経
費
削
減
に
つ
い
て

○
職
員
に
よ
る
湯
茶
接
待
の
廃
止

・
議
会
中
な
ど
多
忙
な
時
は
、
議
員
控
室
に
、

ポ
ッ
ト
や
茶
葉
、
コ
ー
ヒ
ー
等
事
務
局
で

準
備
し
て
も
ら
い
、
議
員
各
自
で
行
う
。

○
選
挙
時
の
公
費
負
担
の
削
減

・
現
制
度
、
法
律
を
遵
守
す
る
。
申
し
合
わ

せ
が
必
要
な
事
項
が
あ
れ
ば
、
検
討
す
る
。

１
、
会
議
開
催
状
況

２
、
各
会
派
改
善
提
案
事
項
の

　
　

討
議
結
果

　前回に引き続き、10月までの協議結果を議会改革推進特別委員会よりご報告させて
いただきます。
　委員会では、班活動と定例委員会において、議会基本条例と改善提案事項の検討を
行っております。また、執行部と議会の関係に係る事項についての執行部の回答を確認
しました。今までの検討結果について、その進捗状況の一部を示し、今後の開かれた議
会活動の指針としての条例を策定してまいります。

「議会改革推進特別委員会」活動報告 その２「議会改革推進特別委員会」活動報告 その２「議会改革推進特別委員会」活動報告 その２
韮崎市議会韮崎市議会韮崎市議会
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⑥
監
査
委
員
に
つ
い
て

○
任
期
見
直
し

・
「
地
方
自
治
法
第
１
９
７
条
議
員
の
任
期

と
す
る
。」
を
遵
守
す
る
。

⑦
予
算
決
算
に
つ
い
て

○
財
務
常
任
委
員
会
で
の
質
問
内
容
の
簡
素

化
・
現
状
で
問
題
が
な
い
の
で
、
現
状
で
進
め

る
。

⑧
そ
の
他

○
会
派
室
設
置

・
現
状
で
は
難
し
い
。
現
、
第
１
委
員
会
室

を
改
修
し
、
議
会
図
書
室
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
調
査
が
で
き
る
よ
う
に
整
備

し
、
会
派
で
会
議
に
も
使
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
に
し
て
い
く
。

※
執
行
部
と
の
摺
合
わ
せ
が
必
要

○
通
年
議
会
の
検
討

・
現
段
階
で
は
難
し
い
面
も
あ
る
。
調
査
研

究
が
必
要
。

①
委
員
会
に
関
す
る
件
で
は
“
条
例
案
等
の

　

委
員
会
付
託
に
つ
い
て
”

・
付
託
案
件
を
決
定
す
る
た
め
の
詳
細
説
明

を
議
運
で
当
日
又
は
前
日
に
行
う
こ
と
と

す
る
。

②
議
決
事
項
を
追
加
に
関
す
る
件
で
は

・
長
期
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、

「
議
会
基
本
条
例
」
の
中
で
議
決
す
べ
き

こ
と
と
し
て
条
文
化
す
る
。
出
資
法
人
に

つ
い
て
は
、
報
告
事
項
で
あ
る
が
、
質
疑

応
答
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

③
執
行
部
付
属
機
関
へ
の
就
任
に
関
す
る
件

　

で
は

・
基
本
的
に
法
令
に
基
づ
く
委
員
以
外
は
就

任
を
要
請
し
な
い
こ
と
と
す
る
。
地
区
長

等
の
要
職
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
協
議

し
て
い
き
た
い
。

《
法
令
の
定
め
》
監
査
委
員
・
民
生
委
員
推

薦
会
・
都
市
計
画
審
議
会

＊
防
災
会
議
へ
の
参
画
に
つ
い
て
は
要
請
す

る
。

★
条
例
の
検
討
区
分
大
項
目

・
前
文
、
総
則

市
民
の
福
祉
向
上
と
公
正
で
民
主
的
な
市

政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

・
議
会
及
び
議
員
の
活
動
原
則

活
動
事
項
の
原
則
を
条
文
化
す
る
。

・
市
民
と
議
会
の
関
係

地
域
の
課
題
を
把
握
し
て
市
民
の
福
祉
向

上
と
市
政
の
発
展
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

（
前
号
参
照
）

・
市
長
と
議
会
の
関
係

議
会
は
、
市
長
に
対
し
政
策
等
の
項
目
に

関
す
る
情
報
の
提
供
を
求
め
る
。

議
会
は
、
市
長
か
ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を

も
と
に
政
策
等
執
行
後
の
評
価
に
役
立
つ

よ
う
な
審
議
を
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。

・
自
由
討
議
に
よ
る
合
意
形
成

委
員
会
等
に
お
い
て
議
員
相
互
間
の
議
論

を
尽
く
す
こ
と
で
合
意
形
成
に
努
め
、
市

民
に
対
し
て
は
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
規
定
す
る
。
議
員
自
ら
が
積
極
的
に
議

案
の
提
出
に
努
力
を
す
る
こ
と
を
規
定
す

る
。

・
政
務
調
査
費
（
※
）

政
務
調
査
費
を
有
効
に
活
用
し
、
政
策
提

言
等
の
た
め
の
調
査
研
究
に
積
極
的
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
活
動
状
況
を
報

告
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。

・
議
会
、
議
会
事
務
局
の
体
制
整
備

議
会
が
行
政
監
視
機
能
、
政
策
立
案
機
能

を
積
極
的
に
担
っ
て
い
く
た
め
に
、
補
助

機
関
と
し
て
の
議
会
事
務
局
体
制
の
整
備
、

充
実
化
を
図
る
こ
と
を
規
定
す
る
。

・
議
員
定
数
、
議
員
報
酬
及
び
政
治
倫
理

議
員
報
酬
等
は
、
韮
崎
市
特
別
職
報
酬
等

審
議
会
の
意
見
を
参
考
に
す
る
。

韮
崎
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
規
定
に
よ
り
、

議
員
と
し
て
の
必
要
な
措
置
を
定
め
る
。

・
最
高
規
範
性
及
び
見
直
し
手
続
き

議
会
運
営
に
お
け
る
最
高
規
範
で
あ
る
。

議
会
は
、
議
会
に
関
す
る
他
の
条
例
等
を

制
定
し
、
ま
た
は
改
廃
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
こ
の
条
例
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
。

※
「
政
務
調
査
費
」
は
、
条
例
改
正
に
よ
り

そ
の
名
称
を
「
政
務
活
動
費
」
に
変
更
す

る
予
定
で
す
。

３
、
執
行
部
の
回
答
及
び
課
題

４
、『
議
会
基
本
条
例
』
制
定

　
　

に
向
け
た
活
動
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に
ら
さ
き

議
会
だ
よ
り

■
発

行
所

／
山
梨
県
韮
崎
市
議
会

　
〒

407-8501 山
梨

県
韮

崎
市

水
神

一
丁

目
3

番
1

号
　

TEL／
0

5
5

1
-2

2
-1

1
1

1
㈹

■
発

行
人

／
韮

崎
市

議
会

議
長

　
野

口
紘

明
■

編
集

／
韮

崎
市

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

■
印

刷
／

株
式

会
社

ア
ー

ト
プ

リ
ン

ト
第
1
5
4
号

平
成
2
4
年
1
1
月
2
5
日

編集後記
12月  6日㈭　開会

　諸報告
　市長所信表明

17日㈪　一般質問
18日㈫　一般質問
19日㈬　議案審議

　財務委員会
　常任委員会

21日㈮　議案審議
　委員長報告
　閉会

12
月
定
例
会
日
程

※上記日程は、定例会前の議会運営委員会で正式
　に決定されます。
※委員会を傍聴する場合には事前に申し込んでく
　ださい。
※本会議は、インターネットでライブ中継・録画
　中継を配信しています。

　

10
月
臨
時
議
会
の
委
員

会
選
任
に
よ
り
私
た
ち
は
、

今
回
よ
り
新
た
に
「
議
会

だ
よ
り
編
集
委
員
」
と
な

り
ま
し
た
。
議
会
だ
よ

り
の
編
集
に
つ
い
て
は
、

中
々
馴
染
み
に
く
い
内
容

で
報
告
的
要
素
が
多
い
か

と
は
存
じ
ま
す
が
、
よ
り

分
か
り
や
す
い
内
容
の
掲

載
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
ご
指
導
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

年
末
を
控
え
何
か
と
お

忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま
す

が
、
健
康
に
ご
留
意
し
て

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　

野
口　

紘
明

副
委
員
長　

岩
下　

良
一

委　
　

員　

清
水　
　

一

　

〃　
　

藤
嶋　

英
毅

　

〃　
　

森
本
由
美
子

　

〃　
　

輿
石　

賢
一

　

〃　
　

小
林　

伸
吉

　11月４日ヒルクライム韮崎甘利山大会
が開催され、甘利山の山頂までの山道を自
転車で登る348名のサイクリストが健脚を
競いました。一番早い人は、山頂までの
11.7Kmを44分35秒で駆け上り、山頂の
ゴールを切りました。
　また、式典会場では、カレーコンテスト

や各種イベント
により、大会を盛り上げておりました。
　チャレンジ！まいたうんカレーでは、ご
当地食材を使ったカレーコンテストを行
い、会場を訪れた皆さんがカレーを試食し
ており、韮崎にらの会の“にらたっぷりカ
レーほうとう”が第１位に選ばれました。

第１回ヒルクライムチャレンジシリーズ
韮崎甘利山大会が開催されました




